
巻頭言  

原  点  

編集理事 原島  博  

この8月に軽井沢で，ちょっと面白いワークショップを持つ機会  

が与えちれました．そのタイり咋＝葡」．参加者は粋00名で，故  

硝薬と非抜術系がおおよそ二対一め割合でした．蒸演博すぺて招待  

で，技術系かちはパターン湖や通信を目的とした顕のコンピュー  

タ処理機術の現状が紹介され草しれまた．亦故術轟からiま，革と  

心・感触こ関連するや理学の薗乱顔の進化を中心とする人類学の  

蔽超などが披霜されまし嵐対人コミュニケーションあるいは化粧  

文化の宣揚からの興味深い議済も伺うことができました．   

鱒舞由方法弾も考え方も違う異分野め研究者が′，互いに刺激を受  

けようという趣眉で企画されたワークショップですが，刺激という  

意味母乳当初の予想以上の成功を収掛たように即、草す．ワーク  

ショップ終了後，早速学際的な共同研究の提案がありましたし，一  

方で，ある文科系の方かちは，「技術の恐ろしさ，を改めて考えさせ  

られた」との率直なお手紙を頂戴しました．‘一人てに曖しく”と甲標  

串のもと卓二技術は改革に人剛こ準づいていく傾向にあわます射，技  

術者はÅ開に対してもっと謙虚にならなければいiすないと，いろい  

ろと考ぇさせられたワークショ、yプでした．   

その意味で鱒，このワークショツプは，・私が今まで春加し女中せ  

最も学舎ちしい集ま野でした．技術系の学会は職能団体としての性  

柏尾併せ患っていますが，学会の本来の姿はやほや同好会だと馴、  

ます．所願している′機関が挙っていても，更には草間的な立揚が全  

く異なっていても，同好の士が日由に意見を変換しで切磋琢磨する  

挙が，学会に最も似合っています．   

電子情報遷停学金では，昭和餅年にグループ制が実施され，更  

ヒ分野ごとめ独立性を強めたソサイアティ別の検討が，将来構想実  

施検討委員会ぬ掛こおいて進められています．数年尭の秦施へ向け  

て，組織おきび財政面の兵体胸な検喜郎＝撃っており，今後，会員の  

皆様め御意見を解いながら，急ピッチで作業が進むものと思ゎれま  

す．   

学食乱発年創立関周年を迎え患うとしてい達すがI学会の眉  

点隠薗好会であるとめ立場から，新しいソサイアティ榔＝期待した  

いと思っています．   
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